






















































































































































































































































































　⑻ Heber t, David G. 2012, Wind Bands and Cultural Identity in Japanese Schools, Dordrecht, Springer 
Netherlands, 263頁。
　⑼ 以下，2014年 6月 5日のフィールドノーツ（以下 FNと略す）より。この時の練習の様子は許可を得て録
音しており，括弧内の発言は録音を元に文字起しした。
　⑽ ミシェル・フーコー，1977，『監獄の誕生―監視と処罰』田村俶訳，新潮社，143頁。




















　� 2014年 1月 5日の FNより。ただし「自然さ」はこの日に限らず度々求められていた。
　� ミシェル・フーコー，前掲訳書，159頁。
　� ピエール・ブルデュ，1988，『実践感覚 1』今村仁司・港道隆訳，みすず書房，89頁。
??
本稿はその論点の多くを A吹奏楽部のフィールドワークに拠っている。論文の不備は記述を行っ
た筆者の責任であるが，A吹奏楽部部員の生徒たち，顧問の先生，その他の関係者の方々の協力なし
には成立しなかった。この場を借りて謝意を表したい。ありがとうございました。
